




はじめに 

九州地区は大分,佐賀を除いた 6県を対象に化血研にて TSH によるマス・スクリーニングが

行われている。昭和58 年 12月までに 726,608 名についてスクリーニングが行われ陽性数

131名,即ち5,547名に1名の割合で要精査されている。またこれ以外に疑陽性数として105

名も要精査となっている。県別にみると鹿児島,福岡,沖縄，宮崎,熊本.長崎の順で南九州

に高い。 

そこで熊本県下では110,631名のうち陽性数14名,疑陽性数13名,計27名が要精査となっ

ているが,1 名を除いた 26 名について種々検討したので報告する。 


